
 

 

 

 

 

 

◆生徒数及び教員数 

 ○生徒数 

 ○教員数 ３４名 

 

◆学校の特色 

 本校は、校訓である「自立・友愛」や、学校スローガンである「支えよう仲間を・高めよう自らを」のもと、

生徒会役員が中心となり、「あいさつ運動」「校内ピカピカ大作戦」や「ボランティア清掃」などの、様々なボ

ランティア活動に取り組む、明るく活気のある学校である。 

 しかし、以前は授業の成立が困難な時期もあり、現職教育では、授業を成立させ学力を高めることを目標に、

教職員で授業を参観し合ったり、協議を行ったりし、問題行動があればチームで取り組む姿もあった。たとえ

ば、「すっきり導入」「しっかり展開」「はっきり結論」といった一時間完結型の授業で生徒の集中力を高める

工夫をしてきた。平成２８年度に高松市の北ブロックの発表を行うに当たっては、全員参加の授業を目指し、

「ユニバーサルデザイン」について研究に取り組み、現在も継続している。 

 

 

 

 

 

 

 

◆研究主題設定の理由 

 平成２８年度に引き続き、平成２９年度も全員参加の授業を目指し、授業に「自分で意見を持つ時間」「話

し合う時間」「発表する時間」を位置づけた。学力の定着状況では向上が見られたが、生徒の意識調査からは

「話し合い活動」の充実が課題として残った。 

 そこで、平成３０年度は、前年度の課題であった「主体的に学習に取り組む生徒の育成」のため、指導過程

に「訊き合う活動」を位置づけ、授業改善を図る。「訊き合う活動」を通して、自分の思いや考えが相手に伝

わる成功体験を味わわせることで、生徒の授業への主体的な参加を促す。また、平成３３年度から全面実施さ

れる教育課程では、「主体的・対話的で深い学び」となるよう指導過程の質の向上が求められており、各教科

において指導過程を工夫する必要がある。 

 

 

 

 

 

第１学年 第２学年 第３学年 特別支援 全 校 

５学級 

１７１名 

６学級 

１９０名 

５学級 

１８５名 

２学級 

５名 

１８学級 

５５１名 

アクティブ・ラーニング研究推進モデル校事業  高松市立古高松中学校 

 研究主題 

言語を介して能動的に関わる力の育成 

 

Ⅱ 研究主題等 

Ⅰ 学校の概要 



◆研究内容及び方法  

「伝える力」「訊き合う活動」「フィードバック」 

 

今、社会は急激な速度で成長を遂げており、そのため以前では予想もしなかった課題に直面している。それ

らの課題に対して、互いに協力し、よりよい答えを出していくために、教育が果たすべき役割が変わってきて

いる。これからはますます、思考力・判断力及び表現力が重要視され、知識を活用することが大切となる。ま

た、どのような知識を得るかではなく、何のために学ぶのかといった、学びの転換も図られている。 

研究の方法については、授業構成を工夫し、「個人で考える時間」「班で話し合う時間」「発表する時間」を

設け、そこに「訊き合う活動」を設定することで授業改善を図る。 

「訊き合う活動」とは、相手を理解しようと、自分が気になることを尋ねて相手の考えていることを引き出

すことや、相手を理解し、相手に「伝わる」ことをねらいとする。 

また、「フィードバック」についても、従来のように学んだ内容や方法をまとめるだけでなく、たとえば「相

手に伝わるように説明ができた」や「相手に分かったと言われた」など、本時でどのような力がついたかとい

う点に着目させ、実感を伴う「フィードバック」の場を作る。 

 

 

 

◆指標設定と達成に向けた取組 

 

 

  

指標  「①よく分かる＋②だいたい分かる」の合計 

      

 

        

 

 

 

 指標  「①はい＋②どちらかといえばはい」の合計 

 

 

 

 

 

 

 指標  「①はい＋②どちらかといえばはい」の合計 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究実践 

H29調査 
73.7% 

目標値 
80.0% 

H30調査 
77.7% 

５ （生徒質問紙） 学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを広げたり、

深めたりすることができていますか。 

９ （生徒質問紙） 友達の話を聞き、分からないところや知りたいことを質問しようとし

ますか。 

１０（生徒質問紙） 友達の話を聞き、分からないところや知りたいことを質問することが

できますか。 

H29調査 
72.4% 

目標値 
75.0% 

H30調査 
74.8% 

H29調査 
73.0% 

目標値 
80.0% 

H30調査 
65.9% 



 

 

 

 

指標  「①はい＋②どちらかといえばはい」の合計 

 

 

 

 

 指標の達成に向けた実践 

 (1)  教員研修 

   「訊き合う活動」「フィードバック」とは何かを教員が理解するために、主に現職教育の時間を利用し、

説明やワークショップ等を行った。 

  ・６月         公開授業 

           国語科で２本、公開授業を行った。その中で、質問、確認などを行う「訊き合う活動」

や、自分の意見をリライトする「フィードバック」を行った。 

・８月        「訊き合う活動」設定の理由説明、ワークショップ 

           交流活動において、互いに伝えたつもりになっていることや、返答がないため発表者

が不安になることから、「訊き合う活動」を通して質問、確認を繰り返すことの大切さ

を再確認した。「フィードバック」では、単なる内容の理解に留まらず、自分の学びの

過程を捉えることが大切であることを説明した。また、実際に「訊き合う活動」を行い、

体験的に理解できるよう努めた。 

           現職教育後の感想では、「質問をし合うことで、深く思考できるという体験ができて

良かった」「『訊き合う活動』について理解が深まった」など、肯定的な意見が出る一方

で、「生徒に落とすのは難しい」「抽象的である」「自分の教科にどう生かせるかをこれ

から考えていかないといけない」など、実践の難しさを感じる感想もあった。 

  ・９月        「訊き合う活動」実践後に生じた疑問と答えの交流 

           ９月には、校内で授業公開が行われ、「訊き合う活動」「フィードバック」を意識して

各教員が授業を行ったが、そこでは交流する中で伝えることや質問することの難しさ

など、多くの課題が見られた。そこで、Ｑ＆Ａ集を作り、「訊き合う活動」「フィードバ

ック」の定着を図った。 

  ・１０月     校内研究授業、香川大学岡田先生による講演、「訊き合う活動」のルール化 

           各教科で「訊き合う活動」をどのように取り入れるか、質問事項の検討 

           １０月には校内で研究授業が行われた。数学科、英語科、家庭科で、「訊き合う活動」

「フィードバック」を入れて授業を行った。香川大学の岡田涼先生をお招きし、アクテ

ィブ・ラーニングについて、また古高松中学校の取り組みについて全体会でご講演をい

ただき、指導主事にもご参観、ご指導をいただいた。 

           また、現職教育の時間を使い、交流活動において必要な力として「伝える力」を定義

し、「訊き合う活動」のルール化を行った。各教科では、具体的にどの場面で「訊き合

う活動」を行うと効果的なのか、また「訊き合う活動」中に質問する助けとなるよう、

「質問シート」を作成するなど、普及に努めた。 

 

 

１２ （生徒質問紙） 説明したときに、友達に納得してもらってうれしかったことがあり

ますか。 

H29調査 
71.1% 

目標値 
80.0% 

H30調査 
74.9% 



 

  ・１１、１２月 「香川の教育づくり」に向けて、研究のまとめ 

           「香川の教育づくり」での発表に向けて、「伝える力」「訊き合う活動」「フィードバ

ック」について、改めて確認し、方向付けを行った。 

  ・１月        公開授業 

           国語科、理科、社会科、音楽科、それぞれで「訊き合う活動」「フィードバック」を

入れて授業を行った。参観者は、授業記録用紙を用いて授業を参観した。また、それぞ

れについて分科会で議論し、ご参観いただいた指導主事からご指導をいただいた。 

   

授業記録用紙 

「訊き合う活動」「フィードバック」について 

 １０月の岡田先生のご講演を参考に、振り返り 

用紙を作成した。 

  項目を細分化することで、見る視点を限定し、 

 共通理解・共通実践に努めた。 

 

 

 

 

 

 

(2)「訊き合う活動」のルール化 

・活動人数を指定する 

・話し合いの流れを可視化する 

・質問・確認の場を意識的に設定する 

・質問の際の観点や話型を示す 

 訊き合う活動」を全教科で取り組むにあたり、上の４つのポイントを掲げた。 

  ・活動人数を指定する 

    人数が多すぎると発言する機会が少なくなり、聞き手が増えるため一人一人の責任も軽くなる。ま

た、誰と話すかを明確にしないことで、話し合いに参加しない生徒や、分からないことがあってもその

ままにし、別の級友と話す生徒が見られた。 

    そこで、誰と話しているかを明確にさせる。それにより、聞き手が責任を持ち、分からないことがあ

れば質問するなど、能動的な態度を養うことにつながると考えた。 

  ・話し合いの流れを可視化する 

    交流活動において、話し言葉はすぐに消えてしまい残らないため、今までに何が決まって、今何につ

いて話し合いを深めているかを可視化することが大切であると考えた。 

  ・質問・確認の場を意識的に設定する 

    話し合う時間を大きく取っても、それぞれ発表するだけになりかねない。「Ａさんが発言する時間」

「質問する時間」「議論する時間」「Ｂさんが発言する時間」など、細かく時間を区切り、何をするかを

伝えることで、やることが明確になると考えた。 

  ・質問の際の観点や話型を示す 

    「質問をしよう」「気になることを聞こう」と言われても、何をどう聞けばいいか分からない。そこ

で、質問をする上での観点や、質問の例文を作った。 



 （質問をする上での観点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆研究実践における主な成果と課題（今後の研究内容） 

「訊き合う活動」「フィードバック」についての共通理解を図り、共通実践を行った。特に「フィードバッ

ク」については、結果ではなく過程を振り返るということに重点を置いて取り組んだが、学び方に関する約束

事や指導の手立てが不十分であったと考える。 

一方、校内での共通実践を通して個々の生徒に変容が見られるようになり、分からないことを「訊き合う」

ことが大切であるという意識が広がってきたこと、学び合いの中で学習意欲の高まりが見られるようになっ

たことが成果であるといえる。 

香川大学岡田先生から、(1)内発的動機付け (2)メタ認知 (3)協同学習 (4)自己調整学習次の４点の内

容について講話をいただくとともに、本校の研究内容についても次のような指摘があった。 

①どうしたら訊き合う活動ができるか（＝訊き合う活動って何？） 

②どうしたらフィードバックができるか（フィードバックを得ているといえるのはどんな状態？） 

＜①に関する指導の改善ポイント＞ 

  □生徒にとって課題が興味や重要性を感じられるものになっているか？ 

  □お互いの伸びや成長を意識しているか？ 

  □交流の中で認知的葛藤が生じて解消するようになっているか？ 

  □生徒にとって交流の必然性があるか？ 

  □お互いの思考過程に注目できるようになっているか？ 

Ⅳ 研究の成果と課題 



＜②に関する指導の改善ポイント＞ 

  □導入時点で自己評価ができているか？ 

  □導入時点で目標を持てているか？ 

  □生徒自身が学習の過程や思考の変化に目を向けているか？ 

  □自分の進歩したところを自覚できているか？ 

  □それぞれの授業を流れの中に位置づけて捉えているか？ 

 これらの視点をもとに具体的な授業改善に取り組み、実践を積み重ねていく必要がある。 

 

◆質問紙調査の分析（個の変容） 

  「訊き合う活動」「フィードバック」を通して、「５ 学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分

の考えを広げたり、深めたりすることができていますか。」の項目で５ポイント伸びが見られた。「１２ 説

明したときに、友達に納得してもらってうれしかったことがありますか。」の項目も約４ポイント伸びてい

る。交流活動で、伝わったという体験を繰り返すことで、生徒が交流活動を意味のあるもの、自分の考えの

深化・拡充を図るものであると捉えたことが分かる。 

  また、「９ 友達の話を聞き、分からないところや知りたいことを質問しようとしますか。」もポイントが

上がっていることから、質問して理解したり、相手の意見を深化・拡充させようと努めたりしようという意

欲が高まっていることが分かる。しかし、「１０ 友達の話を聞き、分からないことや知りたいことを質問

することができますか。」は７ポイント程度下がっている。質問する機会が増えたため、質問はしようとし

ているが、何を質問すればよいか分からない生徒の様子が伺える。 

 

◆次年度の研究実践に向けて 

・ 本年度の研究を通して、「学習集団の一人ひとりの成長が互いの喜びであるという目標のもとで学習する 

こと」の重要性を共有した。今後も互いの成長を喜ぶ集団づくりを具現化し、学び合いの質を高めるため 

に、相互交流の場面では「質問」だけでなく、自分の発表が分かったかという「確認」を取り入れた実践に 

取り組んでいく。 

・ 香川の教育づくり発表会において、「交流活動では、『こんなことを言っても大丈夫か』という学級の雰 

囲気も大切であると思う」という意見をいただいた。「訊き合う活動」の実践を支える学級の支持的風土に 

ついても大切に考えていきたい。 

 


